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非可換クレパント特異点解消 (non-commutative crepant resolution = NCCR)とはM. Van den

Bergh [VdB]により導入された概念であり, 双有理幾何学, 団傾理論などと密接な関係があります.

すべての特異点がNCCRを持つとは限りませんが, 任意の 3次元Gorensteinトーリック特異点に
対しては,その NCCRをダイマー模型と呼ばれる実 2次元のトーラス上に描かれた二部グラフを
用いることで構成することができます ([Bro, IU, Boc]などを参照). この 3次元 Gorensteinトー
リック特異点 Rの NCCRは splitting maximal modifying (= MM) 加群と呼ばれる加群M の自
己準同型環 EndR(M)として実現されますが,その加群の取り方は一意的ではありません. そのよ
うな splitting MM加群の間の関係を理解するためには “変異”という操作が有効であると考えられ
ており, いくつかの特別な場合についてはすべての splitting MM加群が変異の繰り返しによって
移り合うことがわかっています.

本講演ではダイマー模型から得られる NCCRとその変異について,現在までに得られている結
果を紹介したいと思います [IN, Nak1, Nak2].
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